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１ 　 説 明 文

（ １ ） こ の 図 は 、 武 久 川 水 系 武 久 川 の 水 位 周 知 区 間 に つ い て 、 家 屋 倒 壊 等 を も た ら す よ う な 氾 濫 の

　 　 　 発 生 が 想 定 さ れ る 区 域 ( 家 屋 倒 壊 等 氾 濫 想 定 区 域 ) を 表 示 し た 図 面 で す 。

（ ２ ） こ の 家 屋 倒 壊 等 氾 濫 想 定 区 域 は ､ 公 表 時 点 の 武 久 川 の 河 道 の 整 備 状 況 を 勘 案 し て ､ 想 定 し 得 る

　 　 　 最 大 規 模 の 降 雨 に 伴 う 洪 水 に よ り 武 久 川 の 河 岸 の 侵 食 幅 を 予 測 し た も の で す 。

（ ３ ） ま た 、 家 屋 倒 壊 等 氾 濫 想 定 区 域 は ､ 武 久 川 の 河 岸 が 侵 食 さ れ た 場 合 に お け る ､ 家 屋 の 倒 壊 ･ 流 出

　 　 　 等 の 危 険 性 が あ る 区 域 の 目 安 を 示 す も の で す が 、 個 々 の 家 屋 の 構 造 ･ 強 度 特 性 等 の 違 い か ら 、

　 　 　 こ の 区 域 の 境 界 は 厳 密 で は な く ､ あ く ま で 目 安 で あ る こ と に 留 意 し て く だ さ い 。

２ 　 基 本 事 項 等

（ １ ） 作 成 主 体 　 　 　 　 　 　 　 　 山 口 県

（ ２ ） 公 表 年 月 日 　 　 　 　 　 　 　 令 和 ２ 年 ６ 月 ９ 日

（ ３ ） 対 象 と な る 水 位 周 知 河 川 　 武 久 川 水 系 武 久 川

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 実 施 区 間 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 左 岸 : 下 関 市 椋 野 町 ３ 丁 目 ６ ９ ４ 番 地 先 か ら 河 口 ま で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 右 岸 : 下 関 市 椋 野 町 ３ 丁 目 ９ ２ ４ 番 １ ０ 地 先 か ら 河 口 ま で

（ ４ ） 算 出 の 前 提 と な る 降 雨 　 　 武 久 川 流 域 の ６ 時 間 の 総 雨 量 ３ ９ ７ ｍ ｍ

（ ５ ） 関 係 市 町 村 　 　 　 　 　 　 　 下 関 市

（ ６ ） そ の 他 　 　 　 　 　 　 　 　 　 対 象 区 域 を お よ そ ５ ｍ 間 隔 の 格 子 ( 計 算 メ ッ シ ュ ) に 分 割 し て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 計 算 し て い ま す 。
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【 こ の 図 面 の 作 成 に 当 た っ て は 、 下 関 市 長 の 承 認 を 得 て 、 同 市 発 行 の 2 , 5 0 0 分 の 1 地 形 図 を 使 用 し た も の で あ る 。 「 測 量 法 に 基 づ く 下 関 市 長 承 認 （ 使 用 ） 下 都 第 1 0 7 2 号 」 】
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